
2011.11.24 現在

浦安市復興計画の策定に関るこれまでの取り組みと今後の予定

【これまでの取り組み状況】

計画策定の推進活動 市民意見の収集活動

災害復興本部を設置（5/2） 市民活動センターによる「震災を語る会」

①日赤奉仕団（6/24）

②自治会・管理組合等（8/5）

③社会福祉協議会（9/2）

広報うらやす特集号発行（7/15）

・被災者生活再建ための市の独自支援策などついて

マンション学会による各管理組合アンケートの支援

（6～７月）

液状化対策技術検討調査委員会の設置

・第1回（7/22）

・第2回（9/12）

・第3回 (10/17)

自治会連合会・明海大学によるアンケート調査の支援

（7～９月）

・3・11震災と自治会活動について

復興に向けた基本方針の策定（9/11） Ｕモニによる震災関連アンケートの実施

①震災直後編（9/２～9/8）

②応急復旧編（9/9～9/15）

③復興編（9/30～10/6）

④男女共同参画視点から見た防災意識（11/7～

11/13）

広報うらやす特集号の発行（9/20）

・復興へ向けた市の取り組みと今後のスケジュール

について

ふるさと浦安復興シンポジウムの開催（9/11）

ふるさと復興市民会議との協働（9/15～）

① 震災後何が課題であったか（9/15）

② 自分達ができること・行政に求めること(9/28)

③ 全体討議・市長からの課題提起(10/17)

④ 市への提言内容(10/27)

⑤ 市への提言内容(11/17)

みどりの防潮堤 森づくり講演会（10/26） 職員意識調査（10/3～10/26）

・感じたこと、改善すべき提案等について

グループ・インタビューの実施（1１月～）

① 在住外国人（8月）、

② 小学生（11/12）

ツイッターによる市民との意見交換（11/11）

・復興の基本理念に基づく3テーマについて
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【これからの予定】

計画策定の推進活動 市民意見の収集活動

復興計画検討委員会の設置（11/24） グループ・インタビューの実施（1１月から12月）

③ 未就学児を持つ母親(11/29)

④ 中学生(12/18)

⑤ 介護保険事業者

⑥ 鉄鋼団地協同組合(12/13)

⑦ 商工会議所

⑧ 舞浜リゾート協議会

産官学連携による「（仮称）環境共生都市コンソーシ

アム」の設立（11/25）

復興計画に関わる市民アンケートの実施

（12/1～12/16）

液状化対策技術検討調査委員会

・第4回（11/28)

・報告会（12/18）

ふるさと復興市民会議～

⑥ とりまとめ会議（11/17）

⑦ 市への中間報告（12月中旬）

みどりの防潮堤

・第1回植樹祭（高洲海浜公園にて）（12/18）

自治会・管理組合等の調査報告

市民意識・職員意識調査等の報告

復興計画検討委員会

・第2回（12/27）

・第3回（1/24or1/30）

・第4回（2月中旬）

・第5回（3月下旬）

・復興計画案のとりまとめ（3月末）

復興計画骨子案に対するパブリックコメント

（2月下旬～3月上旬を予定）

Ｕモニ・ツイッターによる市民意見聴取（3月上旬）

市民との意見交換会（4月予定）

・復興計画と24年度当初予算について



市民活動センター主催「震災を語る会」実施概要

１．目的

震災に関わった市民に震災当時及びその後の体験談を語っていただくことにより、多く

の市民に実情を共有していただき、今後の対応に役立つことを期待して開催した。

２．実施概要

第 1 回

日 時 平成 23 年６月 24 日(金)午後６時３０分～８時３０分

場 所 市民活動センター

参加者数 ２４名

活動報告 浦安市赤十字奉仕団

内 容

赤十字奉仕団の日頃の活動内容や震災直後の混乱した状況の中から

始まった炊き出しの苦労話などを中心にご説明をいただいた。

その後のフリートークでは、参加者からも苦労されたお話や震災直

後のそれぞれの状況、復興に向けた活動についての様々な意見が出さ

れた。

第２回

日 時 平成 23 年８月５日(金)午後６時３０分～８時３０分

場 所 市民活動センター

参加者数 ２２名

活動報告 レジアスフォート新浦安管理組合

今川復興プロジェクト（チーム今川）

海風の街自治会

舞浜３丁目自治会

内 容

自治会、自主防災組織など地域で防災活動を行っている方々の当時

具体的な応急復旧の経緯や、今後の対策などの話をお聞きした。

地域で活動をされている方からの、実体験の話を聞くことによっ

て、参加者からも、それぞれの状況や今後の復興に向けた活動につい

ての様々な意見が出された。

第３回

日 時 平成 23 年９月２日(金)午後６時３０分～８時３０分

場 所 市民活動センター

参加者数 １５名

活動報告 浦安市社会福祉協議会

内 容

地震発生後に設置された災害ボランティアセンターの運営につい

て、その組織体制や活動内容、運営を行って分かった課題、そして今

回の運営を活かした今後のあり方について説明があった。

参加者からも運営上の課題や今後のあり方などについて、実際にボ

ランティアとして活動した立場や、ボランティアに協力をいただいた

立場から様々な意見が出された。



Twitter de 復興参加 ツイート集（時系列）

発信者 本文

@42195gawacchi
私有共有道路の復旧に多額の費用がかかります。援助の検討を希望します。（住
宅への支援はあるが共用部は無い。マンション共用部は支援制度あるのに、な
ぜ、）

@ruriririri1

安全・安心な浦安のためには禁煙政策を進めて欲しいです。歩き煙草や規定の場
所以外での喫煙には罰金を！飲食店は全席禁煙を願います。子供の受動喫煙を
防ぐために。それに断水した際に煙草の火の不始末で火災になったら大変危険。
放射能も怖いですが安全の為にはまずは出来る事から！

@urayasu_fukkou
@42195gawacchi 共用部分の支援はあくまでもライフライン復旧の支援に限ってい
ます。道路そのものに対する支援ではありません。

@watarutae

誤解を恐れずいうと浦安の震災は人的被害や建物崩壊、火災など重篤の損害が
なかっためある意味リアリティの高い防災訓練だったと。コミュニティや行政は確実
に機能し自信を得た。非被災潜在的液状化危険地域に対策は困難。浦安は大き
なチャンスを得た。

@oda1979

まず元気に暮らすこと。あとは寄付かなあ。 QT @urayasu_fukkou: 「痛みと悲しみ
の分かち合い」です。市では、市民、事業者、行政がそれぞれの立場から復旧・復
興を進めていく必要があるー略ーこれからも住み続けていくまちにするため何がで
きると考えていますか。

@ruriririri1

浦安の被害も大きいですが今回一番甚大な被害を受けたのは東北、中でも福島
である事は忘れてはならないかと。被災地同士の絆として東北との連帯を進めて
欲しいです。観光客や移住者を率先して受け入れる等。放射能を恐れるあまり忌
避して攻撃するような事はあってはならないと思います。

@morimoriakky
その名の通りシンボルロードから先進的な復興を進めてほしい。最も沢山の市民
が利用する道でもあり、誇りとなる道であるべき。

@urayasu_fukkou
@watarutae 地域防災計画では想定していなかった被害でありますが、人的被害
がなかったことは幸運でした。決して防災訓練とは思っていません。本格復旧に人
的金銭的に市民に迷惑をかけてしまう。

@watarutae

東京通いなので普段意識していなかったが「浦安は観光の街」だと改めて痛感。京
葉線に外国人や旅行者がいない、ホテルの灯りがない状態が続くにつれ次第に不
安感が募った。まず観光客の目にふれる所から優先して復旧を。気持ちよく帰って
もらえるように。

@urayasu_fukkou
@ruriririri1 その通りだと思います。4月15日に皆さんのご支援を受け、応急復旧は
完了しました。その時点で皆様からのご支援で得た5tの白米、ペットボトルの水を
被災地同士の連帯として南三陸町にお届けしました。



@ruriririri1
東北から格安のディズニー観光ツアーとかどうでしょうか。西日本や海外の人はど
んなに説明されても警戒心が解けないでしょうから。

@urayasu_fukkou
@watarutae お気持ちはわかりますが、やはり、市民生活の復旧を最優先に取り組
んできました。

@urayasu_nobuta
自分は何ができるか？市民が協働できる具体的な復興活動の市からの呼びかけ
が大切なことの一つだろう。今まで以上のものを。そうゆう活動に積極的に参加す
ることかな？

@urayasu_fukkou @morimoriakky 人や車が集まる幹線道路から優先して復旧工事に入ります。

@urayasu_fukkou
@urayasu_nobuta そうですね。今日のTwitterもその一環ですが、様々なところで、
皆さんの意見をいただければとおもっています。

@watarutae

@urayasu_fukkou 今回元町の被害は軽微だったが首都圏直下地震は阪神型にな
るはず。やはり大きな被害は元町の方に集中するだろう。耐震化、不燃化、道路
の拡幅などは液状化対策に優先すべき。人的被害というのは今東北地方を見るま
でもなく取り返しのつかないのだから。

@taaachen
@urayasu_fukkou 「自分に何ができるか」→子どもも親も健康であること。健康に暮
らせる町を自分の目線、身近なコミュ二ティからどうするべきか、考える場を作る。

@urayasu_fukkou
@watarutae これから皆さんの意見を聞きながら、復興計画を策定して行きます
が、その中では、中町・新町地区だけでなく、元町も含めたすべての地域での防災
を考えて行きたいと考えています。

@chaochocotora
復興市民会議に参加しています。財政など大きな視点と同時に高齢者や女性、子
どもなどそれぞれの視点で、よりきめ細やかに話し合うことの必要性を感じていま
す。今後の議論が深まることに期待しています。

@heart2030
市の進捗情報や議会の動きの収集と集会や活動団体を通して意見やアイデアを
発言していく。重要なことは元町の火災・浸水・倒壊による多数の死者の防止で
す。浦安創生ネットや復興市民会議等で発言していきたい。

@watarutae

@urayasu_fukkou 市庁舎建替え問題。リーマンショック時の延期判断は見識だと
思ったが今回は建替えに賛成。被災時庁舎の欠陥のため市民も職員も大変苦労
したと思う。必要性を痛感した。ただし新庁舎が被災時にどんな機能を果たすのか
具体的に明解に示す必要はあるが。

@kohei1977

心の被災地。まずは子ども達が安全に、大人達が安心して暮らせること。目に見
えない場所にも配慮を。 RT @urayasu_fukkou:そこでお聞きします。皆さんは浦安を
これからも住み続けていくまちにするために、ご自分は何ができると考えています
か。



@urayasu_fukkou

@watarutae おっしゃる通り、今回の被災時には、災害対策本部が集合事務所から
文化会館に移らなければならなかったことから、皆さんにご迷惑をおかけしました。
市役所庁舎は、有事の災害対策本部の拠点にならなければならないと、その必要
性を痛感しました。

@urayasu_fukkou

@kohei1977 震災時、水道や下水道が通じない地区の方に洗濯機の提供をしてく
れた元町の自治会、貯水タンクの水を被災された方々に分けてくださったマンショ
ン管理組合の皆さんなど災害時のコミュニティの重要性を改めて実感しました。市
民が一体になった事に感謝しています。

@urayasu_fukkou 最初のテーマについては、これで終了します。

@urayasu_fukkou

次のテーマは「市民協働による豊かさと幸せの共有」です。復旧・復興にあたって
は、市民、事業者、行政が協力し合い、一丸となって進めていく必要があります。
そこで、皆さんは市や事業者と一緒になって復旧作業を進めるには何が必要とお
考えですか。

@kohei1977
同意。市役所に市内を一望できる展望台があると嬉しい。元町、中町、新町の市
民がより一体となれる気がする。 RT @watarutae: @urayasu_fukkou 市庁舎建替え
問題。リーマンショック時の延期判断は見識だと思ったが今回は建替えに賛成

@ruriririri1
被害の少なかった元町地区の整備、浦安駅と新浦安駅を繋ぐ手段を増やす事。市
内での格差の是正。

@renocre
@urayasu_fukkouniただの復旧ではなく、復旧後の未来像に浦安市民がワクワクで
きるプランを提示する事も必要だと思います。防災・普及、大切ですが、プラス発展
が感じられません。日本全体に言えることですが。。

@urayasu_fukkou
@ruriririri1 災害に強いまちづくりを目指し、新町・中町の復旧とともに、新中通りの
整備など、元町地域の再整備に取り掛かっているところです。

@urayasu_fukkou
@renocre そう言ったことも含めて、これから策定して行く復興計画の中で、考えて
行く必要があると思っています。皆さんもぜひ、ご意見をお聞かせください。

@yyuukkoo812
このようなリアルタイムで気軽に参加できる、意見交換&情報発信の場を定期的に
持ってくださると安心です。プラスの情報(ここの道路の復旧が終わりました！など)
ももっと知りたいですので。

@711U_Mihama こういう場を定期的に持って貰うと良いですね。



@urayasu_fukkou
@711U_Mihama 今後このような機会を設けることについては、検討して行きたいと
思います。

@urayasu_fukkou
@yyuukkoo812 今後の道路復旧スケジュールを市HPなどでお知らせしていきたい
と思います。

@yomu2yomu7
市や事業者と市民の協働に必要なことは、上下関係や利害関係のない対等な人
間関係づくり。

@kohei1977
うん！それが言いいたかった。 RT @yyuukkoo812: このようなリアルタイムで気軽
に参加できる、意見交換&情報発信の場を定期的に持ってくださると安心です。プ
ラスの情報(ここの道路の復旧が終わりました！など)ももっと知りたいですので。

@urayasu_fukkou

これからの行政は市民との協働がキーワードです。復旧・復興を実施することも、
市民との協働が重要です。それぞれが浦安を住みよいまちにしようと働くことも重
要ですが、「市がやる」「市民がやる」ということではなく、お互い手を取り合って進
めることも大切です。

@Woodruff_jp
Twitterにくわしくない市民も時代の流れから見ていると思うので｢ある程度見やすく
なる」アドバイスも必要があると思います。参加しやすい形をアドバイスする為にも
市民のサポートも必要かと。正しい情報を必要としますし。

@renocre
今回の復旧に関して、例えばクリエイティブディレクターを採用することはどうでしょ
うか?防災の機能と外観のデザイン。「防災リゾート都市」を世界にアピールできる
未来都市スタイル

@Woodruff_jp
@renocre 自治体が情報発信する専用のタグなども必要があると感じます。
urayasuタグはつい最近まで見にくい(ボットや同じ内容のTweetなど）状態だったの
で初心者は離れていったのではないかと心配してます。

@taaachen
お互いの歩み寄りと信頼感。公正な情報開示が必要です。あとフットワークの軽さ
が欲しいので、各部署をあっちこっちさせない方法。

@urayasu_fukkou
@Woodruff_jp より多くの市民のみんなさんが参加できるような仕組みづくりを検討
していきます。

@Woodruff_jp @renocre 発展という見地でのデザインは同意します。

@varaprap

市民協働の理解が不足していると思います。行政側は協働事業を丸投げと誤解し
ている面もありますし、市民側は協働事業と市民活動の違いは予算（補助金）額だ
と誤解しているケースもあると思います。正しい理解を促すための取り組みが必要
だと思います。



@urayasu_fukkou
@varaprap 協働の理念が定着するまでにはもう少し時間がかかると思います。地
道に努力していきます。

@urayasu_fukkou 2番目のテーマについては、これで終了します。

@urayasu_fukkou

最後のテーマは「安全で安心な暮らしの再構築」です。これは行政のあり方につい
てのテーマです。浦安市はご存知のとおり震災前は全国的にも若く財政力もトップ
クラスのまちでした。しかし、今後数年間は、復旧・復興に全力投球することから、
より厳しい行財政運営が求められてきます。

@urayasu_fukkou

市民の安全・安心な暮らしを守ることはもっとも重要な行政課題であり、そのため
の行政運営の改革は待ったなしです。そこでお聞きします。市が災害に強いまちづ
くりを進めるにあたり、皆さんが考える重要なこと、優先されるべきこととはどのよう
なこととお考えですか。

@ktanaka1999
@urayasu_fukkou #ura_f ああ、議論に参加する時間がない・・・。 ぜひ、足元を
照らす明かりを消さないでください。お願いします。

@taaachen

@urayasu_fukkou 子育てに優しい街だと聞いて浦安に来た家族も多いです。子供
たちの健康に『安心安全を構築したい。』給食・遊び場・学び場それぞれの安全と
安心のために国云々ではなく、市制で動ける事は動くという体制作りをお願いした
い。

@urayasu_fukkou
@ktanaka1999 今回の試みは、始めての試みであり、今後も皆さんの意見をお聞き
できるチャンネルを沢山用意して行きたいと思います。その際には、是非ご意見を
お願いします。

@ruriririri1

浦安の魅力はクリーンさ、品の良さにあると思います。安全な子育ての為にも火災
を防ぐ為にも路上喫煙に罰則を設け禁煙の徹底を進めて欲しいです。浦安を世界
一綺麗で安全なまちに！条例によりディズニーランド内も完全禁煙が実現すれば
大きな功績になります。

@appleprin1
災害が発生した後に、市がその影響に対してどのような方針で、どう対応している
か市民にきちんと知らしめて欲しい。国の基準で動くのではなく、市民生活を守る
ためには何が必要か？市が主導して対応してほしい

@advimg
「備蓄」のチェックです。高洲の貯水が機能しなかったことは、反省点だと思いま
す。

@yomu2yomu7
最優先に取り組むことは、マイノリティに優しい町づくり。高齢者、障害者、日本語
を母国語としない人たち等々、が住みやすい町は大多数が住みやすい町。



@varaprap

必要なのは災害時に市民が手を取り合うためのコミュニケーション手段。安全・安
心を守るのは市民一人ひとりの力だと思います。行政はその手助けをするものだ
と思います。まず自治会の連絡機能が弱い地域や自治会への加入が進まない問
題をみんなで解決すべきだと思います。

@appleprin1
ちょうど家事でばたばたと忙しい時間帯なので、次回はもう少し時間帯を広げてい
ただけるとありがたいです！Twitterなどでの意見交換は是非続けていただきたい
です。

@yanomiii 復興を進める時に、定期的に市民の声を聞く場を設けて欲しいですね。

@taaachen
@urayasu_fukkou 縦割りの市の各部署という分け方ではなく『安全安心な暮らしを
考える』という部署を作るとか・・・

@urayasu_fukkou
@appleprin1 災害の内容によっては国の役割、市の役割が違います。市の役割に
ついては現場主義に則り独自支援策など最大限の努力をしています。

@urayasu_fukkou @advimg 今回の震災を受け、備蓄も含め、地域防災計画を見直して行きます。

@urayasu_fukkou @yanomiii できる限りこういった機会を設けたいと思います。

@urayasu_fukkou
@appleprin1 初の試みなので、今後は、時間帯やツールなどを検討していきたいと
思います。

@Flatout4AG
土地の硬さのマップが欲しいです。現状を把握して何が必要か整理ないと…。災
害対策に必要な情報のひとつかと考える

@varaprap

震災後は県と国との連携の不備が目立ったように感じます。市民が手を取り合うこ
とも大切ですが、復興の実現には行政が縦に連携することも大切な事だと思いま
す。市長、県知事、大臣、首相、各議員の連携が個人に左右されないシステムの
確率を望みます。

@taaachen
もっと多くの（頻繁の）情報開示により市民もこのように意見参加できる体制がある
といいですね。市長への手紙とかは返信がとてもゆっくりなので。

@advimg
正しい情報発信。震災後は市のページと新浦安ナビが頼りでしたが十分ではなく、
市にソースの明確な正確な情報が伝わり一元発信できる仕組みがあれば、と思い
ます。



@urayasu_fukkou @varaprap おっしゃる通りだと思います。

@korginzo
年寄りだから２件ほど書き込んだが、勝手がわからずうまく届いてないようだ。
#ura_f マークが必要なのか？

@kohei1977

財源が鍵。2011/4/23付の日経によると５年後をめどに羽田空港と東京ディズニー
リゾートがある千葉県浦安市周辺を海上航路で結ぶ計画があるそうです。TD RT
@urayasu_fukkou: 復旧復興に全力投球することからより厳しい行財政運営が求め
られてきます。

@varaprap
TwitterだけでなくFacebookも活用してください。平時からもっと情報発信に貪欲に
ならなければ災害時の連絡手段の確率も難しいと思います。

@advimg
ついでに、「防災浦安」の放送は、中町、新町の高層建築では建物に反響して何を
言っているのか分からないことが多いので、頼りにできません。

@urayasu_fukkou
@Flatout4AG 浦安市液状化対策技術検討調査委員会で地盤の情報も整理してい
ます。その情報をみなさんに利用して欲しいと思っています。

@varaprap

保護者が帰宅出来なかった場合の幼稚園・保育園・学校・児童育成クラブ等から
のこどもの受け渡しに関して、市内で統一した誰もがわかるような受け渡し手順が
必要です。また、それに基づいた訓練も市街からの帰宅訓練と合わせて市内全体
で行いたいです。

@yumeon57

災害に強いまちづくりを進めるにあたり、本部となる市役所の耐震化、大型発電機
の導入等によるBCPの検討が必須と考えます。また、災害に強い医療施設確保の
ため、耐震化等の補助金の創設など、行政と医療機関とのリレーションシップが必
要と考えます。

@taaachen 市民にお願いしたいことも市制から出されてみては？

@urayasu_fukkou
@varaprap よく言われることですが、事故や事件は現場で起きています。連携の不
備ではなく、現場を見ない国や県の対応の在り方に疑問を感じました。

@yyuukkoo812
子供を安心して育てられる街に。今回の液状化イメージダウンをカバーするくら
い、子供まわりの災害対策を強化。給食ゼロベクレル宣言など。

@urayasu_fukkou
@korginzo @ktanaka1999 申し訳ございませんが、ハッシュタグ（ #ura_f ）がないと
発見が困難です。必ずハッシュタグを付けてツイートをお願いします。



@kohei1977
織田裕二さん（青島警部）も言っていました！ RT @urayasu_fukkou: @varaprap よく
言われることですが、事故や事件は現場で起きています。連携の不備ではなく、現
場を見ない国や県の対応の在り方に疑問を感じました。

@kohei1978
イイネ！ RT @varaprap: TwitterだけでなくFacebookも活用してください。平時から
もっと情報発信に貪欲にならなければ災害時の連絡手段の確率も難しいと思いま
す。

@urayasu_fukkou
@varaprap 今回も検討材料になりましたが、今後、Facebookの活用も検討していき
ます。

@watarutae

直後から本日に至るまでの市の対応はとても合理的で手順を踏み、かつスピー
ディだったと感謝しています。財政は厳しくなったものの絶望するほどではなく、将
来に禍根を残さずとも共有できる夢の持てる計画が作れると思う。市民は皆知見
の開示を。

@urayasu_fukkou @kohei1977 この日経新聞の情報は正しくありません。

@kohei1977
TDRも良いのですが、復旧や復興という共通の未来を描いた時、こういった他県と
の連携もありだと想うのです。 #ura_f RT[社会] 福島の「スパリゾートハワイアン
ズ」来年2月フルオープン （スポニチ）

@kohei1978
Σ（ﾟдﾟlll） RT @urayasu_fukkou: @kohei1977 この日経新聞の情報は正しくありま
せん。

@ambitious_mana

道路などの補修も重要ですが、それより先に、保育園や学校の給食のミキシング
検査や、食品や水道水のストロンチウムの検査をすべきだと思います。壊れた道
は避けられるけど、放射性物質は目に見えないから検査しないと避けられませ
ん！数年後、病人や死者が出たら責任取れますか？

@varaprap

@ambitious_mana そろそろ時間ですね。教育機関を通じて浦安のこどもたちが描く
未来の浦安について、絵に書く、文章に書く等のこどもなりの表現で作成したもの
を集め、参考意見として取り上げいただけないでしょうか。復興の先の未来はこの
子たちが受け継ぐ街です。

@urayasu_fukkou
@varaprap @advimg 防災放送の聞き辛さは、本市だけではなく、都市部の共通し
た課題です。他の代替手段も含め、現在検討中です。

@taaachen
とにかく、今元気な子供たちを将来も元気に浦安で過ごさせてほしいです。浦安を
ふるさととして。

@urayasu_nobuta

いいね！ varaprap そろそろ時間ですね。教育機関を通じて浦安のこどもたちが
描く未来の浦安について、絵に書く、文章に書く等のこどもなりの表現で作成した
ものを集め、参考意見として取り上げいただけないでしょうか。復興の先の未来は
この子たちが受け継ぐ街です。



@urayasu_fukkou @varaprap いいアイデアですね。参考にさせていただきます。

@hidechan_jp
ツイッターではITに強い世代の意見に偏ってしまいます。たぶん、今回はそれも考
慮してらっしゃるとは思うのですが・・・。私のまわりの年齢が高い方はインターネッ
トもまったくできません。

@urayasu_fukkou
皆さんからは多くのご意見・ご要望などをいただきました。ありがとうございました。
今回初の試みとしてTwitterを活用させていただきましたが、こうした機会を多く設
けることも、「市民との協働」の第一歩だと考えています。

@urayasu_fukkou
今回、やり取りを静観されていた方も大勢いらっしゃると思います。次回はどのよう
なテーマで皆さんにご意見をいただくかは今の段階では申し上げられませんが、
近いうちに再度開催したいと思います。

@urayasu_fukkou
これから皆さんからいただいたご意見などをまとめて、ホームページなどで公開し
ます。

@urayasu_fukkou 本日はありがとうございました。

@advimg
浦安は市域のどこからでも歩けば何とか市役所に行ける。適所に公民館がある。
通信インフラがやられた時は、市役所、公民館が正しく新しい情報が集まり発信さ
れる場として、ネットワーク構築

@advimg あ、８時半過ぎてた。(笑)

@varaprap こちらこそありがとうございました。

@oda1979
今回はこのような機会をいただきありがとうございました。次回はUstreamやケーブ
ルテレビなども活用されると面白いと思いました。

@korimichi1214

同感です。元町は避難場所の小学校の周囲も住宅が密集してるので、大規模火
災等があった時にそこまでいけるのかも不安。 RT @ruriririri1: 被害の少なかった
元町地区の整備、浦安駅と新浦安駅を繋ぐ手段を増やす事。市内での格差の是
正。

@hasshi49

子持ちだと、一番PCや携帯を見てられない時間帯なので、次回は夕方6時前まで
か、夜9時以降だと嬉しいです。検討お願いします。幼稚園小学校の高圧洗浄や、
給食の放射能汚染検査、液状化による歩道の段差の早急な補修をツイートした
かったので、残しておきます。



@urayasu_gun
まず、あんな短時間に意見を集めるという事がずれている。２～３日間で、集約さ
れた意見になるはず。これだけで、お役所仕事と取れた。仕事中はツイート控えて
ます。

@rbs0shinurayasu

市役所さんスルーしてはダメよ！ 時間切れなんて… 思ってた通り、浦中おやじ
と役人との元町カラーで終わってしまったようで残念です。 RT @ambitious_mana:
#ura_f 保育園や学校の給食のミキシング検査や、食品や水道水のストロンチウム
の検査をすべきだと思います。

@advimg
@rbs0shinurayasu @ambitious_mana 市役所の「中の人」、市の公式に掲出して始
めた以上は投げられたツイートは無視してはならないですよね。まさか、時間がく
れば仕事終わりなんて？

@otsuka_chieko
放射能検査は学校や保育園だけでなく、乳幼児がベビーカーで通る歩道もお願い
したいです。それから浦安と新浦安をつなぐ路面電車も賛成です！またこのように
短時間で募集を行うのであれば、せめて前日の告知が欲しかったです。

@yamamoto_tapur
ところで、私は『みんなのまち』というボランティアのプロジェクトを行っています。未
だ開発途上ですが、浦安を想定したものです。

@yamamoto_tapur
新浦安の住民として一番気になるのは、出来上がっている施設や道路の液状化
に対して根本的な対策が可能かどうか。次の地震で同じ被害を繰り返さない保証
がないと、新浦安は衰退していく気がします。



東日本大震災における浦安市国際交流協会日本語支援教室学習者の記録

はじめに

2011 年 3 月 11 日に発した大地震、液状化現象、原発事故は浦安市民にとって未曾有の経験だ

った。家が傾き、マンホールが地上に飛び出し、塀や電信柱が倒れ、道路は各所に段差ができ、

吹き上げられた汚泥が乾いてセメント粉のごとく飛散し、水道、下水、ガス、電気の使用が大き

く制限された。UIFA 日本語教室も 3 月 11 日午後から閉鎖された。4 月に再開した時の出席学習

者数は 37 名で震災前の半分の数字だった。その後ライフラインも復旧し市民の生活もほぼ元に戻

った 4 月の末、UIFA ボランティアが「学習者が震災にどう対処したか記録に残しておくべきでな

いか。」と提案した。そこからこのプロジェクトがスタートした。

アンケートは普通の日本語で書かれており、学習者大多数は独力では理解できないので担当ボ

ランティアの助けが必要だった。41 名の回答者同様にその担当ボランティアにも厚く御礼申し上

げる。アンケートに答えてくれた上に、インタビューに応じてくれた外国人の方が 5 名いる。

インタビューは第 2 部として後半に載せてあります。どれも心を打たれる内容です。

災害時の行動は平常時の行動の延長だと言われる。日本語教室ボランティアから情報を得た学

習者は 4 名だが、ボランティアと学習者の関係を考えさせられる数字である。いずれにせよこの

アンケートとインタビューが学習者とボランティアの関係をよりよくする一助になってもらいた

い。

2011 年 8 月

浦安市国際交流協会

日本語学習支援グループ リーダー



第 1 部 アンケート

A. 回答者 41 名のプロフィール

１．性別 女性 32 人 (平均 32 歳)

男性 9 人 (平均 22 歳)

合計 41 人 (平均 30 歳)

２．出身国

22 カ国（ 中国 7人 ベトナム 5 人 ロシア 3人、フィリッピン 3 人 以下 2 名以下）

3．住居

集合住宅 37

戸建 1

不明 3

合計 41

4．居住形態

（１）独り住まい 5 人

（２）外国人のみの家族 11 (内夫婦のみ 4 人)

（３）配偶者が日本人の家族 15 （内夫婦のみ 7 人）

（４）友人と同居 7

（５）その他 3

合計 41

その他は外国人親族との同居で、外国人だけでの居住者は 26名で全体の 63％。

５．震災時(3 月 11 日 14:26)の居場所

自宅 13

外出中 9

職場 12

移動中(駅、車中) 4

国外 3

B.災害時の行動と情報入手、地震の被害

１．3 月 11 日災害時の行動

何とか自宅に戻った 17 人



親戚、友人宅に避難 4

避難所泊まり 1

会社泊まり 1

車内泊 1

子供の迎、子供と公園に 4

後日ホテルに避難 1

後日海外避難 4

２．情報の入手先

情報の種類

情報源

当日起こっ

たことを何

から知りま

したか

地震・津波

に関する情

報

ライフライ

ン(電気、上

下水道、ガ

ス)に関する

情報

原発事故に関

する情報

家族
日本人 2 3 6 6

外国人 7 5 4 5

家族外

日本人の友人 3 3 4 0

外国人の友人 6 2 2 2

隣人 3 4 7 0

職場 8 4 5 3

日本語ボランティア 0 4 2 2

自国の大使館 0 0 0 2

メディア

日語 TV 23 21 7 30

外語 TV 4 6 0 5

インターネット 5 10 4 12

浦安市の HP 0 1 1 1

浦安市防災無線 0 3 4 0

情報なし 0 1 4 1

３．原発事故の放射線関連情報

質問 はい いいえ 不明

大使館から避難勧告がありましたか 5 32 4

野菜や、牛乳の一部が放射能に汚染されたことを知っていましたか 33 6 2

一時千葉県の水道水も放射能に汚染されたことを知っていましたか 35 6 4



(避難勧告あった国：アメリカ、イギリス、ハンガリー、ベラルーシ)

４．地震による被害

食器、家具等の損壊 ７

断水 15

下水使用不可 15

ガス使用不可 13

停電 16

C. 今回の災害で思った事、感じたこと

１．怖かったこと、困ったこと、嫌だったこと

・地震の恐怖 15

・上下水道が使えなくて困った 9

・放射能の恐怖 7

・水、食料がなかった 5

・子供が心配 4

・日本がどうなってしまうのか心配 2

・防災無線が理解できなかった 2

・津波の恐怖 2

・怖くて眠れなかった 1

・TV を見るが、全部は理解できないので余計不安になった 1

・家族を安心させるために帰国したが、それで仕事を失った 1

・道路が凸凹で危険 1

・ペットが心配 1

２．助かったこと、良かったこと、嬉しかったこと

・隣人が声をかけてくれ、助けてくれた 7

・友人、ボランティアからの情報 5

・市からの給水 3

・主人と一緒で心強かった 2

・会社の対応が早かった 1

･市民が協力して災害を乗り越える姿 1

・被害は受けたが福島の人たちよりは良かった 1

・日本人が辛抱強く助けてくれた 1

･家族全員が無事だった 1

・小学校での食べ物、飲み物の配布 1



･帰宅途中、商店での食べ物の無料配布 1

３．こんな助けがあればいいなと思ったこと

・地震の避難訓練 3

･水がすぐ欲しかった 2

･防災無線の多言語化 2

・ライフライン インフォメーション 1

・給水車から自宅までの水の運搬支援 1

・国際センター、パソコンセンター、図書館の災害時開設 1

・放射能に関する正確な情報と対策 1

・被災地(浦安)でも普通の生活もあるのだと言う報道。国の家族が安心する 1

４．今一番気になることは？

･原発事故と放射能災害 21

･大地震の再来 10

･子供の健康 3

・ライフライン(電気、水、トイレ、ガス) 3

５．震災後の対策はどんなことをしていますか

･水の備蓄 9

･懐中電灯 5

･防災袋 4

･食糧備蓄 2

・貴重品袋 2

･テレビを買った 1

･日本語をもっと勉強する、特に漢字 1

･家具転倒防止 1

・机と冷蔵庫の側に寝る 1



第 2 部 インタビュー

インタビュー 1

女性 主婦 新町在住

１４時４６分地震発生時、家族とおすし屋さんにいました。その後、海園の街の公園に避難しまし

た。以前から、災害時の避難場所だと知っていたからです。

友達の３家族も避難してきていたので、一緒に公園の小屋に夕方７時過ぎまでいました。

友達が、津波が来るので家の中に居たほうがいいと言うので、家に帰りました。

その夜は、３家族（外国人）と一緒にいました。

夕食は普段通りに食べ、夜も眠れました。（友達は眠られなかったと言っていました。）

子供は赤ちゃんなので、特に変わったところはありませんでした。

日本語のＴＶニュースは見ませんでした。翌日から地震、ライフライン、計画停電などの情報は、

日本人の友人から教えてもらいました。飲み物は保存していましたが、トイレは川の水を汲んできま

した。

原発事故については、外国人の友人から教えてもらいました。

大使館から避難するよう勧告がでたので、３月１７日、海外に行きました。

５月９日、主人の仕事が始まるので、日本に戻りました。

日本の状況は、友人や主人から聞きました。

放射能汚染の野菜や牛乳を飲んではいけないこと、赤ちゃんに水道水を飲ませてはいけないことも

聞きました。

震災後の対策としては、水をたくさん買いました。放射線災害は少し心配ですが、特に対策はして

いません。

地震も放射線も怖くて嫌いですが、日本を出たいとは思いません。

以上



インタビュー ２

女性 主婦 新町在住

地震発生時、一人で自宅、マンションの 10 階の台所で家事をしていました。地震が起きて、彼女は

スリッパのまま玄関の鍵も掛けずに飛び出したそうです。エレベーターは怖いし動いていないと判断

し、建物の外側の非常階段で下に降りました。階段が揺れて手すりにつかまらないと降りられなかっ

たそうです。近所の建物もゆらゆら揺れているのが見えました。

下に降りてみると誰も外に出ている人がいないので驚いて、日本人はどこにいるのだろうと思った

そうです。後で近所の人にそのことを尋ねたら、家の中にいる方が安全だと言われました。揺れがお

さまったのでまた階段で 10 階の家まで帰りました。服を着替えて、貴重品、財布、携帯電話とコーラ

ンをバッグに入れて、ジャケットを着て、今度は靴をはいて玄関にカギをかけてまた下へ降りました。

怖くて家の中にはいられなかったそうです。彼女の国のパキスタンでも地震は起きますが、大きい

地震があると必ず建物が倒壊して沢山の人が亡くなります。ですからどうしても家の中にいることは

できませんでした。

外へ出ると女の人が沢山同じ方向へ歩いていくので、どこへ行くのか尋ねると「学校へ子供を迎え

に行く」、と言うので彼女も一緒に日の出小学校へ行きました。途中大きな余震がきて、みんなその場

にしゃがみこんだそうです。彼女は怖くて震えて泣いてしまったそうです。側にいた女性がそんな彼

女に気がついて「大丈夫だから」と抱きしめてくれました。学校に着いて息子の S 君と会った時いつ

も元気でやんちゃな S 君もお母さんの顔を見て泣きだしたそうです。

だんだん暗くなって寒くなってきましたが、家に帰ることもできず二人で新浦安あたりをうろうろ

していました。お母さんより日本語が上手になっている S 君が交番に行って「今夜行くところがない」

と言ったら避難所を教えてくれました。寒くて S 君に自分のジャケットを着せて歩いていたら、避難

所の近くで一人の女の人が自分の子供の服や靴下、靴などを持ってきてくれたそうです。全く知らな

い人で名前も教えてくれませんでした。今でもその人のことは分からないそうですが、とてもうれし

かったし感謝しているそうです。

避難所ではマットレスと毛布、お茶とビスケットをもらいました。教室のテレビで初めて地震の詳

しい情報を見ることができました。夜は余震が何回もあって眠ることはできませんでした。

夜中近くにやっとご主人と携帯電話が繋がりました。その日ご主人は仕事場の成田空港に行ってい

て成田を車で出たのが夜の８時半ころ、浦安に着いたのは翌日の朝の１０時半頃でした。彼女と S 君

が避難所で無事だとわかってご主人は安心したそうです。

それから彼女は国の両親や海外にいる兄弟に電話をしました。皆ニュースで地震のことを知ってい

たので彼女と連絡がついて喜んでいました。ご両親はすぐ帰ってくるようにと言いました。兄弟は高



層の建物が一つも倒れたり崩れたりしていないと言うと「信じられない！」と、とても驚いていたそ

うです。

翌朝、もう大丈夫、と言われて家に帰りました。ご主人が無事家に帰ってきた時本当に嬉しかった

そうです。家の中の倒れて落ちたテレビや割れた食器などを片付けました。都内に住む友人が次々と

自分の家に来るようにと電話をくれました。１週間くらい友人の家を転々として、最後に浦安のオリ

エンタルホテルに泊り家の様子を確かめてから家に戻りました。

日の出地区はしばらくの間、電気は使えましたが上下水道、ガスが使えませんでした。同じマンシ

ョンの人たちが給水車のことや簡易トイレのことなどを教えてくれたので困ることはありませんでし

た。ご主人の仕事の関係で日本を出ることは考えませんでした。今回の地震で日本人の忍耐強さ、穏

やかさ、優しさに心を打たれたそうです。以前よりもっと日本が好きになったと彼女は言っています。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

彼女はまだ日本語が片言で大部分は英語でした。彼女を担当している UIFA 日本語ボランティアが

インタビューを担当し聞き書きのような形で文章にしました。



インタビュー ３

女性 主婦

2011 年 3月 11 日(金)午後 2時 46 分、彼女は、浦安市内にある勤務先のレストランで働いていた。

客が 3人、食事をしていた。突然、激しい揺れに冷蔵庫が倒れるのではないかと思った。天井の釣

り照明が揺れ、その一つが落ちた。棚の上からワインが落ち、幾つかのグラスが床に落ち、壌れた。

客がテーブルの下へ入れと言ったが、近くに入るべきテーブルは無かった。照明が消えなかったの

は、幸いであった。揺れが静まった。客のレジを済ませ。床に落ちたものの掃除をした。何をするで

もなく、店の中をうろつき、建物の外に出てみた。建物の周囲は液状化が激しく、地面からは泥水が

吹き出ていた。地面の沈下、地割れ等、初めて見る大地震の後の惨状に日を奪われた。店に戻った。

東京の本店に電話しても通じなかった。3時間後、本店の社長からの電話が通じた。店の整理が付い

たら、閉店して帰宅しろとの指示があった。建物の管理人からも建物全体を閉鎖するとの連絡があっ

た。午後 6時頃、家に帰った。12 階建てマンションの 12 階であった。家は、社宅であり、食事は常に

職場のレストランで取っていたので、食料や食器や調理道具は全く無かった。家具も無く、テレビが

あるだけであった。電気、ガスは使えたが、水が出なかった。同室の同僚達は、置いてあったビール

を飲み始めたが、彼女は酒を飲まないので、そのまま寝てしまった。

翌朝、起きた後、いつものようにシャワーをしようとしたが、断水のためできなかった。食べ物は

無かった。外を歩き、様子を見ると、家の近くの道路に破断した水道管からの水が噴出していた。

家には水を運ぶべき容器が無かったので、ゴミ袋を持ってきて、路上の水をその袋に入れ、12 階の

部屋まで階段を使って運び、風呂のバスタブに入れた。その水を沸かして、飲料水にした。

スーパーの 0Kストアに行った。人がたくさん来ていて、1 時間ほど並んで、ようやく店内に入った

が、食料品がほとんど無く、残っているものもその中身が分からず、何も買わなかった。宗教上の都

合で、食べてはいけないものがあり、中身の分からないものは、怖くて手が出なかった。

その日、食べる物は何も手に入れることができなかった。トイレは、職場の建物の中にあるものを

使ったが、それも３日目に閉鎖されてしまい、その後は、ホテルのトイレを利用していた。故郷の同

じ村の友人から、公衆電話からの国際電話が無料で使えること一を聞き出し、駅前広場にある公衆電

話から母国の実家に掛けてみると通じた。長電話をし、安否を伝えることができた。

さらに英国にいる妹の所にも国際電話をした。とても助かった。

3 月 13 日(日)、社長と電話で話をし、レストランの食料を使ってもよいとの許可が出たので、レス

トランの冷蔵庫から食料を持ち出した。

テレビを見ることはできた。話を聞き敢ることが難しかったが、画像から状況の把握はできた。

普段は、図書館や国際センターで英字新聞を見たり、マーレのパソコンセンターでインターネット

を利用してニュースを見ていたが、全て閉鎖され、非常に困った。防災無線は、全く聞き取ることが

できなかった。原発事故が起こっていることは、分かったが、詳細は何も分からなかった。



食料がない、水がない、電気が切れるなどは、母国ではよくあることなので、特別な不安は感

じなかったが、原発事故は、放射線のことが分からず、非常に不安を感じた。

3 月 15 日(火)、日本語教室の先生から電話があった。国際センターが閉鎖されているので、UIEA 事

務所で会うことにして、友人の一人と一緒に行った。そこで地震のこと、原発事故のこと、浦安市の

様子を教えてもらうことができた。原発事故は、深刻であるが、浦安市は安全であり、帰国の必要の

ないことが理解でき、安心することができた。

浦安では全世帯に防災袋が配布されているとのことだが、それはなかった。あれば、とても助かっ

たと思う。どうしてもらえなかったのか分らない。



インタビュー ４

女性 主婦 元町在住（現在は母国に帰国）

海外でそんなに大きい地震を体験するとは本当に思わなかったです。３月１１日金曜日午後２時４

６分、私はバイト先に行く途中でした。社員の入口に着くと、普段真面目な仕事をしている社

員たちの姿が見えなかったです。代りに入口の周りに集まって、大騒ぎをしている女性達は「大きい、

大きい」と言い続けていました。そして警備員が警備室から飛んできて、目の前に立って、「入るな、

地震だ」と叫んでいました。自分はそんな時、地震が起きたことに気がつきました。道を見て、運転

している車が急に止まって、人々は車から飛び出しました。歩行者達は歩けなかったから道の両側で

腰を下ろしていました。

空を見て、電線がとても揺れて、木と建物も大きい音を出して、揺れていました。私は怖くて、誰

とも言わなかったけれども、携帯を握って、何回も主人に電話をしました。頭の中で考えたことは、

主人がそばにいないから、私は海外で一人ぼっちになったら、どうしようと思うことしかできなかっ

たから、落ち着けなくて、あっちこっち歩きました。どのくらい時間がかかったかも分からなかった。

やっと地震が止まりました。急いで２階の更衣室に入ると、レジの仲間たちがいました。お互いに

抱きしめて、話して、そしてちょっと落ち着きました。すぐ１階のレジに行って、お買いものをし続

けていたお客様がまだいました。半分のレジの社員たちは落ちた商品を片付けて、半分の社員はレジ

をしました。私も一緒に割れた油のビンを片付け始めたけれど、余震が何回も起きて、私たちも何回

も入口に避難しました。

４時半になって、全員が家に帰れると言う指示を知りました。レジの同僚の２人は家に帰りたくな

かったから、西友から一番近い私の家に来て、ニュースを見て、皆の主人を待っていました。皆の主

人は電車が止まっているので歩いて浦安に戻るのに時間がかかるし、自分の家で待つのが怖いから、

と一緒にいた方が安心しました。３時間の後、やっと同僚のご主人達は浦安に着いて、皆は自分の家

に帰りました。３時間の間、３人はニュースを見ながら、私と外国人の友人はインターネットで海外

の家族と連絡しました。

海外の友達と家族と親せきはニュースを見て、とても心配しました。私のお母さんは私の声を聞い

た時、ほっとして、泣きました。同僚が帰ってから、私はずっとインターネットとニュースを見なが

ら、避難用品を準備しました。お母さんの言う通りパンと缶詰と水とクッキーとチョコレートをコン

ビニで買ってきて、リュックの中に入れて、毛布と靴下も入れました。通帳と印鑑とパスポートと結

婚證明証など大事な物も用意しました。蝋燭と浦安市から避難箱もちゃんと入口の横に置きました。

１０時半頃、やっと主人は家に帰りました。とても安心しました。その一日はとても長かったです。



主人と会った時、何故会社を早く営業中止して、皆は家に戻って、家族の安否を見守らなければいけ

ないと文句をたくさん言いました。私は一人で家で待つことはとても不安でした。でも、最後に主人

と一緒に会って、とても良かったです。

主人と一緒にニュースを見て、東北の被災者は津波のせいで、家と車を流されて、家族を見つけら

れない悲しみも感じました。これから私たちが安全な生活に戻れるかどうか不安がいっぱい出て来ま

した。その夜、余震の警報が携帯で８回以上も来て、全然寝れなかったです。次の日主人と離れて仕

事をしに行きたくなかったけれど、現実は出来なかったので、毎日心配しながら、頑張っています。



インタビュー ５

女性 主婦 元町在住

Q:地震が起きた時、どこにいましたか？

A:新木場の会社にいました。

Q:会社の上司はその時、どのように言いましたか？

A:チーフが、危ないから外に出なさいと言いました。

地震が終わるまで外にいて、地震が終わってから現場に戻りました。

でも、今度は津波が来るかもしれないから、３階に行きなさいと言われました。

Q:それからどうしたんですか？

A:３階にずっといて、６時頃になって家に帰りたいとチーフに言いました。

子供が保育園にいて、とても心配だったんです。

夫の携帯電話も繋がりませんでした。

Q:チーフは何と言いましたか？

A:まだ津波が来るかもしれない、危ないから帰らないほうがいいと言いました。

でも、子供が心配だったので、帰りたいと頼みました。

他の人は、９時頃まで会社にいたみたいです。

Q:どのようにして帰ったのですか？

A:会社の近くのバス停で新木場駅に行くバスを待ちました。

５分くらい待ちました。

その時、車が来て、男の人が、「今日はバスは来ません」「どこへ行きますか？」

と聞きました。

私は、「新木場駅へ行きます」と答えました。

その人は、「どこに住んでいるのですか？」「どこの国の人ですか？」

「地震は初めてですか？」「怖くないですか？」など私に聞きました。

そして、「車に乗って下さい」と言いました。

Q:車に乗せてもらったのですか？

A:はい。

知らない人だから最初は少し心配でした。

でも、話したら優しい人だったので、乗せてもらいました。

横浜の人で、仕事でそこにいたみたいです。

その人は、「浦安まで行きましょう」と言ってくれました。

でも、浦安までは遠いので、新木場駅まで乗せてもらいました。



Q:駅に着いた後はどうしたのですか？

A:交番に行って、「タクシーの電話番号を教えて下さい」と言ったら、代わりに

タクシーの会社に電話をかけてくれました。

少し待ったらタクシーが来ました。

Q:タクシーがすぐに来てよかったですね。

A:はい。

さっき浦安まで行ったタクシーでした。

１時間かかったみたいです。

Q:あなたは、何時間位かかったんですか？

A:だいたいそれくらいで、８時頃家に着きました。

Q:お子さんは大丈夫でしたか？

A:はい。もう家にいました。

夫が保育園に迎えに行ってくれたのです。

Q:それはよかったですね。ご主人は何時頃家に着いたんでしょう？

A:４時頃家に着いたみたいです。

車に乗っている時に地震があったと言っていました。

家族の顔を見て安心しました。

家に着くまでの話をしたら、夫はとてもびっくりしていました。

私はラッキーだったと言われました。 私もそう思います。

Q:家の中は大丈夫でしたか？

A:はい。

家の中や周りも大丈夫でした。

水は少しの間使えませんでした。

Q:ブラジルの家族は心配したんじゃないでしょうか？

A:はい、とても心配しました。

でも、「私たちは大丈夫。心配しないで。」と言っています。

注）本人の言葉を基に、必要に応じて聞き手が適宜文法面での補足・修正を加え

文書にまとめました。
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震災復興に関わる小学生へのグループインタビュー結果

１．日 時 11 月 12 日(土) 14 時 30 分～15 時 30 分

２．場 所 堀江公民館 大集会室

３．対 象 平成 23 年度ジュニアリーダー研修生 18 名

４．目 的 浦安市復興計画策定の取り組みの一環として、震災時・震災後の様子・思

ったこと、震災の教訓等を直接聞き取る。

５．インタビュー項目

●自己紹介 ・学年、小学校

・住んでいる地域、住宅形式

（1） 震災時・震災後

の様子・思ったこと

① 3.11 当日

・どこで受けたか、どのように家に帰ったか

・当日の家族の様子

・家はどうなったか

・どんな気持ちがしたか

②ライフラインが普及する 4/25 まで

・家や学校でどのように過ごしたか

・家や学校で、どのようなことで困ったか

③ 現在

・現在はどのような気持ちか

・現在困っていること、心配なことはあるか

（2）震災の教訓 もし、また大震災があったら、ということを想像した時、

どのような対策が必要だと思いますか。

・家や個人でできること

・みんなで取り組むこと

・こんな支援があったらよかったのに、と思うこと

(3)今後の浦安のまち

づくりや復興への提

案

① 浦安市の好きなところ、嫌いなところ

② 大人になっても住みたいですか

③ これからどんなまちになったらいいと思いますか



2

６．小学生グループ・インタビュー結果

■第１グループ

１．震災時・震災後の様子・思ったこと

① ・震災時は学校にいた。

・津波に備え、夜 10 時まで学校に待機していた。その後母親が迎えに来て帰宅した。

・震災当日、家ではガス・水道が使えなかった。（社宅のマンション）

・ライフラインの復旧まで横浜の祖母の家に父親を残して避難していた。その後北海道へ一時的に

避難もした。

・学校へは行っていた。

・お風呂とトイレに困った。

・市からの支援情報はインターネットで確認していた。

・現在は自宅のエントランスと道路に段差があり不便している。

・放射能がとても心配だ。

・震災時は市内の友達の家にいた。

・一人自転車で帰宅した。

・家族は全員帰れた。

・震災当日、家ではガスが使えなかった。（一戸建て）

・弟が通っている幼稚園に、国や市からお金などの援助があったと聞いている。

・現在は道路の凹凸や公園が使えないことに困っている。

・地震の数が気になる。

・震災前は水や電気の使用量は気にしないで使っていたが、今では節約している。

③ ・震災時は学校にいた。

・母親が迎えに来てくれて、夕方帰宅した。

・家族は全員帰れた。

・震災当日、家ではガス・水道が使えなかった。（社宅のマンション、上記①と同じ建物）

・トイレは水が逆流したため使用できなかった。

・家具が倒れた。

・四月中まで学校を休んだ。ネットやメールで学校の情報を得ていた。

・（社宅の）建物棟で復旧時期に差があり不満であった。

④ ・震災時は学校にいた。

・母親が迎えに来てくれて、夕方徒歩で帰宅した。

・家族は全員帰れた。

・震災当日、家では水道・ガスが使えなかった。（一戸建て）

⑤ ・震災時は学校にいた。

・母親が迎えに来てくれて、夕方徒歩で帰宅した。

・家族は全員帰れた。

・震災当日、家では水道・ガスが使えなかった。（一戸建て）
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・地震によって自宅の屋根が壊れ、雨漏が発生したので修理した。

・水・食料が足りなくなったので複数のスーパーへ買い出しに出かける日々が続いた。

・学校へは家族用の水をもらいに行っていた。

・震災から２～５日後には市から食料支援があり助かった。

・避難場所の掃除など、父親がボランティア活動に参加している様子を見て、皆で一緒になって何

かをやる大切さを知った。

・計画停電があり不安だった。

・外で遊ぶ場所がなく不便している。（現在も校庭に資材が置いてあるので半分しか利用できない。

また、公園に断層があって利用できないなど）

・地震当日は揺れてワクワクした反面怖かった。

２．震災の教訓（どのような備えがあったらよいか）

今やっていること ・節電に心がけている。（②）

・万一に備え、避難場所を１箇所ではなく２箇所決めている。（①）

・家具を固定している。（①）

今後やるべきこと ・学校の屋上でＳＯＳ練習をしておく。（①）

・津波を想定した避難訓練は行っていないのでやるべきだ。（②）

・ヘリポートを備え、空からの救援手段に備えておく。（⑤）

・津波対策として、市内は平坦な地形なので避難場所になる様な高台をつ

くる。（⑤）

・市からの食糧支援、炊き出しをしてもらいたい。（⑤）

・家具の固定。（①）

・新町では、地震（津波）に強い堤防をつくる。（⑤）

・地震に強い家をつくる。（⑤）

３．今後の浦安のまちづくりや復興への提案

浦安市の好きなところ ・東京ディズニーランドや東京ディズニーシーなどのアミューズメント施

設が充実しているのが自慢。（①②③④⑤）

・市がお金持ち（財政が豊か）だから安心。（②）

浦安市の嫌いなところ ・人口が多くどこも混んでいる。また不良がたむろしていること。（⑤）

・地盤が弱い。（①）

・他の市より震災の復旧が遅い。（②）

・建物が多過ぎること。また空家も多く取り壊して整理したほうがいい。

（②）

これからどんなまちにな

ったらよいか

・皆が協力し合えるまち。（②）

・全ての人が参加できるような仕組み（②）

・いじめを無くす。（②）

・無駄な照明をせず、星が見えるような街、又は場所がほしい。（①⑤）

市にお願いしたいこと ・液状化の影響で現在も一箇所の野球場が使えない状態が続いている。早
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（復興への提言） く復旧してほしい。（⑤）

・計画停電があって不便だった。市独自で電気を自家発電したり水道をや

ればいい。（⑤）

４．インタビューを終えて

・今回のヒアリングを通し、3.11 に発生した東日本大地震は、大人だけでなく子供達の生活や考え方に

も大きく影響を及ぼした出来事であったと実感した。

・各人が震災に対する防災意識が高く、本班では個人で行うことより皆（地域）で行うことについて多

くの意見があった。また、分野としては、地震への備えに加え「津波」に対する関心が高く、大きな

被害は想定されていない浦安市であっても津波を想定した防災は必要との結論であった。例えば、津

波に備えた避難訓練の実施や丈夫で腰高な堤防をつくる等、ソフト分野とハード分野について積極的

な意見が数多くあった。
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■第２グループ

１．震災時・震災後の様子・思ったこと

① ・家は元町。

・液状化の被害はなかったが、家の中のものが散らかって大変だった。

・電機は最初つかなかったが、10 時頃についた。

・つまらなかった。（ＴＶがニュースばかり、学校が休校のためか？）

② ・家は新町のマンション。富山や埼玉に親戚がいる。

・学校で、市原で工場が爆発したのが見えて「なんだろう」と騒ぎになった。

・その日、お父さんは 10 時半まで帰ってこられなかった。

・お隣さんが、「うちにおいで」と言ってくれたが（昼にお母さんは不在）、家の方が良かったので

行かなかった。

・初めて銭湯に行った。

・津波が怖い。

・マンホールが浮き上がったのを見た。

・ＴＶがニュースばかりでつまらなかった。

③ ・家は新町のマンション。東京に親戚がいる。

・家の水槽の水がこぼれた。

・その日はお父さんが帰ってこれなかった。

・水が出なくなった。

・電気はついた。

・ディズニーの風呂に行った。

・駐車場が液状化していた。

・マンホールが浮き上がったのを見た。

・新浦安周辺は、砂埃がひどかった。また地割れもひどかった。

④ ・家は中町の戸建住宅。兄弟は３人。

・学校で、読み聞かせの時間で、ろうそくをつけようとした時に地震が起きてびっくりした。みん

な机の下に潜った。防災頭巾を持っている。クラスには｢早く帰りたい｣と大声で言う子もいた。

・お父さんは、勤め先から走って帰ってきた。

・後日、お父さんがトレーニングで新浦安周辺を走っていたところ、段差に足を引っ掛けて転んだ

がけがはなかった。

・家が液状化の被害に遭い、庭が泥だらけになって家が傾いた。家の食器が飛び出して壊れた。

・妹が泥遊びをしようとしたりしていて、だんだん楽しくなった。

・水が少ししか出なくなったため、水を貯めたり、使いまわしたりして大変だった。

・キャンプ道具を使って食事をした。

・津波が怖い。

・液状化をみて、公園に行くのが怖い。

・ＴＶがニュースばかりでつまらなかった。
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２．震災の教訓（どのような備えがあったらよいか）

家や個人でできること ・各自が水や食料を用意しておく。（①②④）

・家の中の家具を突っ張り棒などで転倒防止対策をする。（③④）

・地震が起きた時に、例えばどこに行ったらよいか分かる「徒歩帰宅マッ

プ」をつくりたい。スーパーなど、身近なところで、キットが売ってい

るとよい。（②③④）

・津波が来たら浮いて助かるカプセルをテレビでみた。家が浮くようにな

るとよい。（②④）

あったらよい支援 ・食料を保存しておく場所があるとよい。高齢者や小さい子など、みんな

が安全に避難生活をできる場所があるとよい。（②）

⇒埋め立てをしてつくるとよい。（④）

・学校の家具で突っ張り棒がされてないものがあるので、転倒防止をしっ

かりしてほしい。（②④）

３．今後の浦安のまちづくりや復興への提案

浦安市の好きなところ ・自転車で東京ディズニーランドに行ける。（①②③④）

・境川にエイがいる。（②③）

・釣りができる。スズキを釣って食べたことがある。（③）

大人になっても住みたい

か

・学校に行っている間は、浦安に住んでいると思う。（①②③④）

これからどんなまちにな

ったらよいか

・無敵なまちになってほしい。（③）

・津波に強いまちになってほしい。（④）

・液状化や地震に強いまちになってほしい。（①②③④）

・高い堤防をつくってほしい。川沿いも高くしてほしい。水門をしっかり

閉じることができるようにしてほしい。（④）

・まちを高台にしてほしい。（④）

・水族館がほしい。（楽しめるところがほしい）（④）

・コンクリートの巨大で丈夫な家ができるとよい。（②④）

４．インタビューを終えて

・地震に関心を持っている様子が伺えた。話の流れで、浦安に到達した津波のこと、直下型地震と海溝

型地震のこと、直下型地震が近く起こると言われていること、浦安では今度の地震までは元町の方が

地震火災など心配されていたこと等を話した。中でも、浦安に到達した津波の話は関心が高く、到達

したことを知らなかった子もいたが、興味深く聞いていた。
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■第３グループ

１．震災時・震災後の様子・思ったこと

① ・家は中町のマンション

・授業中に地震にあった。お母さんが迎えにきてくれ、帰る途中液状化の被害のすごさに驚いた。

・余震があったため、マンション建物に入らず 8 時までマンションの外の広場に避難していた。自

治会の人が広場にテレビを運んでくれたので見ていた。

・8 時くらいに家にはいり、9 時に電気がついた。

・直後はマンションでためていた水を使った。

・春休みは神奈川県の祖母の家に避難した。お父さんはビジネスホテルに泊まり、時々家に帰って

いた。

② ・家は新町のマンション。

・4 時間授業のため、日の出北公園で上級生と野球をしていた。日の出小に避難しようとしたが、

校庭が液状化していたためマンションに帰った。

・地震直後は埼玉の祖母の家に２泊した。

・給水車が来たが、自衛隊以外の給水車は、水をもらうまで時間がかかった。

・春休みは公園で遊べないのでつまらなかった。

③ ・家は中町のマンション。4 人家族だがお父さんは海外勤務。

・授業中に地震にあった。校庭が海みたいになった。

・お父さんとは、パソコンで連絡をとりあった。

・1 ヶ月学校が無くて、公園の水をつかったり、給水車から水をもらったりした。

・マンションの 2 階で水を運ぶのが大変だった。

・節電につとめた。

・お母さんたちは、お互いにたすけあい、買ってきた食料品を分けあったりしていた。

・お母さんが出かけるときは、子供だけにならないように、友達の家に遊びにいったりしていた。

・マンションの方が戸建より助け合いが多いと感じた。

④ ・授業中。机の下にもぐったが死ぬかと思うほどゆれて怖かった。

・元町の戸建に住んでいる。家の前の道ががたがたになった。

・当日は電線が倒れてきたりして、みていて気持ちが悪くなった。

・春休みは福井県の祖父の家に避難して、楽しく過ごした。

２．震災の教訓（どのような備えがあったらよいか）

家や個人でできること ・保存食（冷蔵庫がなくても腐らないもの）を買っておく。（①②③）

・水分が大事。ジュースでもよいからあるとよい。（①②③）

・簡易トイレ。（②） ・ラジオと電池。（①②③）

・いつもここで地震にあったらどうやって逃げるか、ということを細かく

チェックすることが大事。(①)

・家族で、地震がきたときに集まる場所を決めておく。（①）

・子供一人で外出しない。
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みんなで取り組むこと ・親がいないときのために、子供を持つ親同士あらかじめ、預かり合うこ

とを決めておく。（①③）

あったらよい支援 ・計画停電の時間などについてパソコンと新聞で情報が違う。情報は統一

化してほしい。（①②③）

・電池がなくても発電できる機械を配ってほしい。（①②③）

・ＬＥＤの懐中電灯とか電池を各家庭に配ってほしい。（①）

・自動ドアが固くて動かないのでハンマーを近くにおいてほしい。（④）

３．今後の浦安のまちづくりや復興への提案

これからどんなまちにな

ったらよいか、復興への

提言

・でこぼこになった道路を早く直して欲しい。（③）

・日の出北公園を早く直して、遊べるようにしてほしい。（②）

・震災時を考えて公園にトイレ・水飲み場を増やしてほしい。（①）

・固定電話を学校に増やして欲しい。（①）

・非常時の食料をスーパーに貯蔵して、無料で配って欲しい。（①）

・公園は避難場所なのに、液状化で使えなくなった。こういったことを想

定して避難場所を指定してほしい。（②）

・各地域の避難場所が子供にもわかるように、ひらがなで大きく表示して

ほしい。（気が動転しており漢字だとわからない）（①②③）

・子供にもわかるような実践的な防災訓練をしてほしい。（エレベーター

に閉じ込められた場合、ベランダからの避難の仕方）（②③）

・道路がまっくらになったので、停電時も付く太陽光を利用した街灯をも

っと増やして欲しい。（３本に 1 本くらい）（①）

・お年寄りが大変なので、停電時も動くエレベーターを設置してほしい。

（①）

４．インタビューを終えて

・インタビューのはじめは興味がない様子だったが、震災当時を思い出すにつれ、発言が活発になり、

最後には震災の経験を踏まえて、ソフト・ハードのいろいろな提案をしてくれた。

・「どんな場所にいても、どのように避難するか考えるようになった」という発言が印象的であり、自

分一人でも我が身を守る意識をもつことが自助の第一歩だと感じた。また、実際、対策があるのに知

らないことが多く、子供たちへの防災教育、わかりやすい情報の提供が必要だと感じた。

・子供を持つ母親同士の助け合いが活発に行われた様子がわかった。
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■第４グループ

１．震災時・震災後の様子・思ったこと

① ・家は中町のマンション。

・発災時、体育館で部活中だった。

・校庭が液状化していた。地盤沈下も起こり、昇降口の階段が地盤と離れてしまった。今は木造の

階段を継ぎ足している。

・小学校の近くはガスの臭いがしていて、帰宅禁止になり、学校に泊まった。

・風邪をひいていたので、保健室を使わせてもらった。他のみんなは教室にシートを敷いて寝た。

・すごく怖くて、死にたくない、と思った。

・液状化の被害はなかったが、家の中のものが散らかって大変だった。

・数日間は風呂にも入れなかった。

・父親が成田に単身赴任しているので、１週間程避難した。その後、大阪の祖母の家に、３週間程

度避難していた。帰ってきても、液状化で出た砂がひどいままだった。

・今は、大きい地震が来るのではないかと、とても不安になっている。

② ・家は新町のマンション。

・発災時、教室で授業中だった。

・校庭が液状化していた。

・日本はどうなってしまうんだろう、と不安になった。

・母親が迎えに来て、１７頃帰宅した。

・家はあまり被害がなかった。

・当日は、家族が帰って来れず、同じマンションの友達の家に泊めてもらった。

・水が出なくて困ったので、父親と姉がマンションの近くの自動販売機で大量に飲み物を購入して

きた。

・しばらくトイレが使えなかったので、車で少し遠くのコンビニなどへ行っていた。

・石川県の祖父母の家に３週間程度避難した。

・今は、小さな地震は慣れたけど、大きい地震が怖い。

③ ・家は中町のマンション。

・発災時、教室で学級会をしていた。

・これはヤバイと思った。

・校庭が液状化していた。

・校庭は地割れが起きて、マンションもひびわれが起きていた。

・親がレンタカーを借りて迎えに来た。

・家は何も倒れていなかった。

・数日間は水に困っていたが、埼玉県に２週間程度避難した。

・今は、被害を受けた家を早く直して欲しいと思う。

④ ・家は元町のマンション。

・発災時は学童中で卓球をしていたが、体育館に避難した。

・校庭は特に問題が起きていなかった。
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・これからどうなるんだろう、と不安だった。

・家は特に被害が無かった。水も止まらなかった。

・公園で水を汲んだりしている人をみかけ、みんな困っていることを感じた。

⑤ ・家は中町のマンション。

・発災時は教室で授業中だった。

・校庭が液状化していて、避難もできなかった。

・親が迎えに来て帰ったら、家は小さなタンスが倒れていた。

・父親が帰って来れず、お父さんに会いたいと思っていた。

・その後、水が止まってしまったが、近所の人が早めに水を貯めておくよう教えてくれたので、風

呂場に水をはっておくことができた。

・風邪をひいた。

・今は、地震に敏感になっていて、揺れると不安になる。

全

員

・３月の授業は無くなり、卒業式だけ行われた。離任式も無くなった。

・４月、授業が始まっても、校舎の中でもトイレが使えない場所が多く、不便だった。休み時間に

行きたくても、混んでいていけないことが多かった。それが５月上旬くらいまで続いた。

２．震災の教訓（どのような備えがあったらよいか）

家や個人でできること ・各自が水や食料を用意しておく。（⑤）

・トイレットペーパーやティッシュをストックしておく。（③）

・携帯電話が欲しい。（①③④⑤）

あったらよい支援 ・液状化が危ないと言われていて、そのとおりになったのだから、急いで

液状化対策をすべき。（①）

・発災直後、電話が使用できず連絡が取れなかった。メールは使えたので、

学校でメールを使えるようにしてほしい。（①）

３．今後の浦安のまちづくりや復興への提案

浦安市の好きなところ・

嫌いなところ

・ディズニーランドがある。（①②③④⑤）

・色々な設備が整っている。（①）

・公園のトイレが汚いところが多い。（⑤）

大人になっても住みたい

か

・浦安で生まれたんだから引っ越したくない。ずっと住みたい。（③）

・地震のことを考えると引っ越したいが、友達や学校やディズニーランド

を考えると引っ越したくない。（①②④⑤）・

これからどんなまちにな

ったらよいか

・津波対策をしてほしい。（①）

・元のキレイなまちに戻ってほしい。（②）

・安全なまちになってほしい。（③）

・道を早く直してほしい。（④）

・震災の名残があるところが多いので、早く元に戻してほしい。（⑤）
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４．インタビューを終えて

・液状化について最も関心が高かった。何故、何の対策もしないのか、という疑問を全員が抱いていた。

この班については、トイレ、風呂を除いて特に震災後に困ったことはない様子だった。
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震災復興に関するアンケート調査 調査票

最初にあなた自身のことについておたずねします

問１ あなたの性別は、どちらですか。（○は１つ）

１ 男性 ２ 女性

問２ あなたの年齢はおいくつですか。（○は１つ）

１ ２０～２９歳

２ ３０～３９歳

３ ４０～４９歳

４ ５０～５９歳

５ ６０～６４歳

６ ６５～６９歳

７ ７０歳以上

問３ あなたのご職業は下記のどれにあてはまりますか。（○は１つ）

１ 自営業

２ 家族従業（家事手伝い）

３ 自由業

４ 常勤の勤め人

５ パート･臨時の勤め人

６ 専業主婦

７ 学生

８ 無職

９ その他

問４ あなたの勤務先/通学先は市内ですか、市外ですか。（○は１つ）

１ 市内

２ 市外

３ 特に勤務先/通学先はない（専業主婦等）

問５ あなたのお住まいの住宅は下記のどれにあてはまりますか。（○は１つ）

１ 一戸建て持ち家

２ 分譲マンション

３ 民間賃貸住宅

４ 公団･公社･公営賃貸住宅

５ 社宅･寮等

６ その他

問６ あなたにはお子さんはいますか。また、一番上のお子さんの成長段階は下記の中のどれ

にあたりますか。現在の同居の有無に関わらずお答えください。（○は１つ）

１ 一番上の子どもは小学校入学前

２ 一番上の子どもは小･中学生

３ 一番上の子どもは高校･大学生

４ 一番上の子どもは学校卒業

５ 子ども全員が学校卒業

６ 子どもはいない

問７ 現在暮らしているご家族の中に、このような方がいますか。あなたご自身を含めてあて

はまる方をすべてあげてください。（○はいくつでも）

１ 小学生以下の子ども

２ ６５歳以上の方

３ あてはまる人はいない
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問８ あなたのお住まいはどちらですか。（○は１つ）

１ 猫実

２ 当代島

３ 北栄

４ 堀江

５ 富士見

６ 東野

７ 富岡

８ 今川

９ 弁天

10 海楽

11 入船

12 美浜

13 舞浜

14 高洲

15 明海

16 日の出

17 鉄鋼通り

18 港

19 千鳥

問９ あなたは、浦安市に何年くらいお住まいですか。（○は１つ）

１ 生まれたときからずっと住んでいる

２ ２０年以上

３ １５～２０年未満

４ １０～１５年未満

５ ５～１０年未満

６ １～５年未満

７ １年未満（震災前から住んでいる）

８ １年未満（震災後に転入した）

問１０ あなたは、浦安市に「自分のまち」といった愛着、親しみを感じていますか。

（○は１つ）

１ 感じている

２ 感じていない

３ わからない

問１１ あなたは、これからもずっと浦安市に住みたいと思いますか。（○は１つ）

１ ずっと住みたい ⇒問１１－１へ

２ 住みたくない（できれば引っ越したい）

⇒問１１－２へ

３ どちらともいえない ⇒問１２へ

問１１－１ （問１１で１を選択された方のみお答えください）住み続けたい理由につ

いてお答えください。（○はいくつでも）

１ 今回の震災で特に被害を受けなかったから

２ 現在の住まいに満足しているから

３ 現在の住宅の周辺環境に満足しているから

４ 昔から住んでいるから

５ 通勤･通学に便利だから

６ 買い物等、日常生活に便利だから

７ 友人や知人等、馴染みの人が住んでいるか

ら

８ 親（子）が住んでいるから

９ 子育てがしやすいから

10 高齢者にとって住みやすいから

11 その他（具体的にお書きください）

⇒問１２にお進み下さい（次ページ）

浦安市への定住意向についておたずねします
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問１１－２ （問１１で２を選択された方のみお答えください）転居する（したい）理由

についてお答えください。（○はいくつでも）

１ 将来の地震による被害が心配だから

２ 現在の住まいに不満があるから

３ 現在の住宅の周辺環境に不満があるから

４ 通勤･通学に不便だから

５ 買い物･日常生活に不便だから

６ 特に知り合いがいないから

７ いま住んでいるまちに特に愛着を持ってい

ないから

８ 仕事や教育の関係で転居の必要があるから

９ 他の場所に親（子）が住んでいるから

10 子育てがしにくいから

11 高齢者にとって住みにくいから

12 その他（具体的にお書きください）

⇒問１２にお進み下さい

問１２ 今回、浦安市では震災により大きな被害を受けましたが、震災を契機に「浦安市に住

み続けたい、住みたくない」というあなたの気持ちに変化がありましたか。（○は１つ）

１ 震災前後で変化があった ２ 震災前後で特に変化はない

変化があった／なかった理由について、具体的にお書きください。

今回の東日本大震災による被害状況についておたずねします

問１３ あなたが今回の東日本大震災後１ヶ月の間、困ったことは何ですか。（○はいくつで

も）

１ 家屋が傾いて住みづらい（住めなくなった）

２ 家具の転倒、室内の落下物等の被害があった

３ 停電が起きた（計画停電は除く）

４ 道路が使えなくなった

５ 上下水道が使えなくなった

６ ガスが使えなくなった

７ 電話･インターネット等が使えなくなった

８ エレベーターが使えなくなった

９ 帰宅困難となった

10 学校が被災して一時通学できなくなった

11 幼稚園･保育園、児童育成クラブ等が被災し

て一時利用できなくなった

12 その他公共･公益施設が被災して一次利用で

きなくなった

13 買い占めにより、食料品等の確保に苦労した

14 普段使う電車･バス等が使えなくなった

15 通院･入院先の病院･診療所の被災で診療が

受けられなくなった

16 勤務先の被災により離職や減給等の影響が

あった

17 その他（具体的にお書きください）

18 特に被害はなかった
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一戸建て持ち家にお住まいの方 ⇒問１４へ（このページ）

分譲マンションにお住まいの方 ⇒問１５へ（６ページ）

上記のいずれでもない方 ⇒問１６へ（８ページ）

以下の質問は、一戸建て持ち家にお住まいの方がお答えください（問１４）

問１４ 今回の震災によって、お住まいにどのような被害がありましたか。（○はいくつでも）

１ 住まいの敷地内で地盤の沈下･隆起や地割れ

があった

２ 泥水が噴出した

３ 道路と敷地との間に段差ができた

４ 家屋の基礎や外壁等の破損があった

５ 家屋が傾いた

６ 塀や生け垣･門扉等の外構に被害があった

７ 敷地内の水道管や下水管等の設備配管に被

害があった

８ その他（具体的にお書きください）

９ 特に被害はなかった

● 以下の問は被害にあわれた方（問１４－１～問１４－４は、問１４で１～８に○を

された方）のみお答えください。

問１４－１ お住まいの改修又は建替えについて、どのような状況でしょうか。それぞ

れの項目について、あてはまるもの１つに○をつけてください。

項目 工事の予定

１ 破損した基礎や外壁等家屋の改修工事 実施済み 実施予定 工事しない わからない

２ 家屋の耐震診断･耐震改修工事 実施済み 実施予定 工事しない わからない

３ 宅地内の水道管･下水管等の設備配管の改

修工事
実施済み 実施予定 工事しない わからない

４ 家屋の傾斜を直す改修工事 実施済み 実施予定 工事しない わからない

５ 改修ではなく全面的な建替え 実施済み 実施予定 工事しない わからない

６ 塀や生け垣･門扉等の外構の改修工事 実施済み 実施予定 工事しない わからない

７ 地盤の液状化対策 実施済み 実施予定 工事しない わからない

８ 宅地の盛土による嵩上げ 実施済み 実施予定 工事しない わからない

９ 省エネ型設備への取替や外壁等の断熱改修

工事
実施済み 実施予定 工事しない わからない

その他、改修された、又は改修予定がありましたら、その内容をお書きください。
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問１４－２ あなたの家屋の改修、または建替えにあたり、どのような問題点がありま

すか。（○はいくつでも）

１ 必要な自己資金が確保できない

２ ローン残債があり新たな資金借入ができ

ない

３ 融資基準や返済の目途からみて資金借入

ができない

４ 被害を受けた家屋や宅地の担保価値が下

がって資金借入ができない

５ 国や県･市の支援制度が利用できない

６ 改修や建替え等適切な家屋の再建方法や

費用が妥当か判断できない

７ 道路や公共下水道等の整備方法等、再建

の条件が確定しない

８ 家屋の改修等について相談できる専門家

がいない

９ その他（具体的にお書きください）

10 特に問題は感じていない

問１４－３ あなたの宅地の液状化対策（将来の液状化被害への対策）にあたり、どの

ような問題点がありますか。（○はいくつでも）

１ 液状化対策に必要な資金が確保できない

２ 液状化対策にあたり、どのような方法が

有効か判断できない

３ 液状化対策にかかる費用がわからない、

費用が妥当か判断できない

４ 自分の宅地だけ液状化対策しても効果が

あるかどうか不安

５ 道路や公共下水道等の整備方法等、再建

の条件が確定しない

６ 宅地の液状化対策等について相談できる

専門家がいない

７ その他（具体的にお書きください）

８ 特に問題は感じていない

問１４－４ 浦安市の埋め立て地（中町･新町）では、今後同規模の地震が発生した場

合、現状では宅地の液状化が再度発生することが予想されます。宅地の液状化対策に

ついてどのようにお考えですか。（○は１つ）

１ 宅地の液状化対策は、各個人の事情に合わせて、個別に実施すべきである

２ 宅地の液状化対策は、個々の宅地だけで対策を講じても効果は期待できないので、隣接世

帯や街区在住の世帯の合意により、ある程度まとまった地域を単位として促進すべきである

その他、宅地の液状化対策に関するご意見がありましたら、お書きください。

⇒問１６にお進み下さい（８ページ）
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以下の質問は、分譲マンションにお住まいの方がお答えください（問１５）

問１５ 今回の震災によって、お住まいのマンションにどのような被害がありましたか。（○

はいくつでも）

１ 住棟の基礎や外壁の破損等の被害があった

２ エレベーターや屋内の給排水配管等の屋内

設備に被害があった

３ マンション敷地内の給排水配管等の屋外設

備配管等に被害があった

４ マンション内の立体駐車場等に被害があっ

た

５ マンション敷地内で泥水の噴出があった

６ 地盤の沈下等で建物と地盤に段差ができた

７ 道路とマンション敷地との間に段差ができ

た

８ 敷地内の舗装や柵･門扉等の外構に被害があ

った

９ その他（具体的にお書きください）

10 特に被害はなかった

● 以下の問は被害にあわれた方（問１５－１～問１５－３は、問１５で１～８に○を

された方）のみお答えください

問１５－１ あなたのマンションの改修について、どのような状況でしょうか。それぞ

れの項目について、あてはまるもの１つに○をつけてください。

項目 工事の予定

１ 住棟の基礎や外壁等の改修工事 実施済み 実施予定 工事しない わからない

２ 住棟の耐震診断や耐震改修工事 実施済み 実施予定 工事しない わからない

３ エレベーターや屋内の給排水配管等の屋内

設備の改修工事
実施済み 実施予定 工事しない わからない

４ 敷地内の水道管や下水管等の屋外設備配管

等の改修工事
実施済み 実施予定 工事しない わからない

５ 立体駐車場等の改修工事 実施済み 実施予定 工事しない わからない

６ 住棟とその周辺との段差解消工事 実施済み 実施予定 工事しない わからない

７ マンション敷地周辺道路と宅地との段差解

消工事
実施済み 実施予定 工事しない わからない

８ 敷地内の舗装や柵･門扉等の外構改修工事 実施済み 実施予定 工事しない わからない

９ 飲料用貯水槽、防災用トイレ、非常用電源

等の設置
実施済み 実施予定 工事しない わからない

その他、改修された、又は改修予定がありましたら、その内容をお書きください。
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問１５－２ あなたのマンションの改修にあたり、どのような問題点がありますか。（○

はいくつでも）

１ 管理組合として必要な改修資金が確保で

きない

２ 融資基準や返済の目途からみて管理組合

として資金借入ができない

３ 被災によりマンションの担保価値が下が

り、管理組合として資金借入ができない

４ 国や県･市の支援制度が利用できない

５ 改修工事の必要性について、管理組合と

して組合員の合意形成ができない

６ 改修に必要な資金調達のための費用負担

について組合員の合意形成ができない

７ 管理組合で、改修方法や改修費用が妥当

か判断できない

８ 改修等について管理組合が相談できる専

門家がいない

９ その他（具体的にお書きください）

10 特に問題は感じていない

問１５－３ あなたのマンションの液状化対策（将来の液状化被害への対策）にあたり、

どのような問題点がありますか。（○はいくつでも）

１ 液状化対策に必要な資金が確保できない

２ 液状化対策にあたり、どのような方法が有

効か判断できない

３ 液状化対策費用がわからない、費用が妥当

か判断できない

４ 道路や公共下水道等の整備方法等、再建の

条件が確定しない

５ 宅地の液状化対策等について相談できる

専門家がいない

６ 改修工事の必要性について、管理組合とし

て組合員の合意形成ができない

７ その他（具体的にお書きください）

８ 特に問題は感じていない

⇒問１６にお進み下さい（次ページ）



8

以下の質問は、すべての方がお答えください（問１６）

問１６ あなたは今回の東日本大震災後１ヶ月の間、災害の情報をどのような手段で入手しま

したか。特に利用したものを３つ選び、番号を記入してください。

１ 防災無線（市内のスピーカー）からの放送

２ 広報うらやす

３ 市のホームページ

４ ケーブルテレビの情報番組

５ 重要なお知らせメール

６ 市公式ツイッター

７ 市公共施設の掲示板

８ 地域の掲示板

９ 自治会からの回覧

10 直接、市役所に問合せた

11 マスメディア

12 近所･知り合いからの口コミ

13 民間のインターネットサイト（ブログ・ＳＮ

Ｓなど）

14 その他（具体的にお書きください）

番号記入欄

浦安市内で営業または就業されている方 ⇒問１７へ（このページ）

上記にあてはまらない方 ⇒問２０へ（次ページ）

以下の質問は、浦安市内で営業または就業されている方がお答えください（問１７～１９）

問１７ あなたの従事する業種をお答えください。（○は１つ）

１ 建設業

２ 製造業

３ 電気･ガス･熱供給･水道業

４ 情報通信業

５ 運輸業

６ 卸売･小売業

７ 金融･保険業

８ 不動産業

９ 飲食店、宿泊業

10 医療、福祉

11 教育、学習支援業

12 サービス業

13 公務

14 その他（具体的にお書きください）

問１８ あなたは今回の東日本大震災の際、震災の直後から営業/操業することができましたか。

（○は１つ）

１ できた ２ できなかった

問１９ 今回の東日本大震災で、業務上の影響にはどんなものがありましたか。以下の欄に具

体的にご記入ください。営業・操業の可否にかかわらず、お答えください。

⇒問２０にお進み下さい（次ページ）
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今回の震災を受け、感じられたことをおたずねします

問２０ 震災から約８ヶ月が経過した現在、どのような思いでいらっしゃるでしょうか。それ

ぞれを「１」～「４」の４段階であてはまる番号に○をつけてください。

項目
大いにあ

てはまる

あてはま

る

あてはま

らない

全くあては

まらない

１ 普段の生活が恵まれていたことを実感した ４ ３ ２ １

２ 震災を機に、災害への備えが大切と感じた ４ ３ ２ １

３ 普段からの地域コミュニティの大切さを感

じた
４ ３ ２ １

４ 今後も大地震が高い確率で発生することが

心配である
４ ３ ２ １

５ 震災の際に人々が協力し合えたことで、浦安

市民であることに誇りを持った
４ ３ ２ １

６ 液状化が起きたことで、浦安の価値･魅力が

失われてしまった
４ ３ ２ １

７ 震災を乗り越える前向きな気持ちになって

いる
４ ３ ２ １

その他、今回の震災について感じたことがありましたら、お書きください。

問２１ 震災の影響により、現在困っていること、心配なことはどんなことでしょうか。特に

重要と思われるものを３つ選び、下の「番号記入欄」に番号を記入してください。

１ 家屋等の被害からの復旧

２ 営業･業務上の被害からの復旧

３ 道路･公園や学校などの被害からの復旧

４ 被災からの生活再建

５ 放射線による健康への影響

６ 震災による精神的ダメージ

７ 売上げ･給与の減少等の経済的影響

８ その他（具体的にお書きください）

10 特にない

番号記入欄
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問２２ 今回の震災の被害を受けて、浦安市は以下のうちどこまでを目指すべきと考えますか。

（○は１つ）

１ 震災前の状態に戻す

２ 震災前以上に災害に強いまちにする

３ 震災前以上に災害に強いまちにすることに

加えて、より活力や魅力あるまちにする

４ その他（具体的にお書きください）

５ わからない

問２３ 復興に向けた様々な施策のうち、道路、上下水道などの都市基盤施設以外で重視すべ

きとお考えのものは何ですか。特に重要と思われるものを３つ選び、下の「番号記入欄」

に番号を記入してください。

１ 生活再建、こころのケア等に関する相談体制

の充実

２ 地域コミュニティによる復興まちづくりへ

の支援

３ 原発事故の影響への対応

４ 噴砂等の災害廃棄物の処理

５ 将来の災害に備えた、防災対策の強化（液状

化対策を含む）

６ こども・子育て家庭への支援

７ 高齢者・障がい者への支援

８ 良好な住環境･質の高い都市空間の再生

９ 浦安の観光振興支援（アーバンリゾートゾー

ン等）

10 浦安の産業振興支援（鉄鋼通り･千鳥地域等）

11 浦安に関する地域イメージの向上

12 その他（具体的にお書きください）

番号記入欄

復興に向けた取り組みについて、おたずねします
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問２４ 浦安市の復興にあたっては今後大きな財政負担が発生することが予想されます。市で

は歳出の無駄を省き、財源の捻出に努めますが、それ以外の復興にあたっての財源確保に

ついて、どのようにお考えですか。それぞれを「１」～「４」の４段階であてはまる番号

に○をつけてください。

項目
大いに重

視すべき

重視

すべき

重視すべ

きでない

全く重視

すべきで

ない

１ 行政サービスの質を落としてでも、財源を確

保する
４ ３ ２ １

２ 行政サービスの一部を市民やＮＰＯ等が担

うことで、財源を確保する
４ ３ ２ １

３ 各種料金（下水道使用料、国民健康保険税、

保育料等）の見直しにより、財源を確保する
４ ３ ２ １

４ 都市計画税など新たな税制を導入し、財源を

確保する
４ ３ ２ １

５ 市として借金をして、将来の税負担に繰り延

べる
４ ３ ２ １

６ 復興のための費用をできるだけ削減し、必要

最小限の施策を行う
４ ３ ２ １

その他、財源確保に関するご意見がありましたら、お書きください。

将来起こりうる災害への対策についておたずねします

問２５ 将来起こりうる災害に備え、地域組織（自治会）、市民団体にどんなことを期待しま

すか。特に重要と思われるものを３つ選び、下の「番号記入欄」に番号を記入してくださ

い。

１ 防災マニュアルの見直しや作成

２ 住民の安否確認を行う手法や方策の検討

３ 災害時における子ども･高齢者等のケア

４ 住民への情報提供の手法や方策の検討

５ 地区内の建物や構造物の一斉点検、改修

６ 災害用備蓄、復旧資機材の拡充

７ 近隣自治会･管理組合の連携や協力体制強化

８ 住民の防災意識の啓発や防災訓練の拡充

９ その他（具体的にお書きください）

番号記入欄
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問２６ 将来起こりうる災害に備え、市の実施する対策としてどのようなことが大切とお考え

ですか。特に重要と思われるものを３つ選び、下の「番号記入欄」に番号を記入してくだ

さい。

１ 道路･上下水道基盤などの耐震･液状化対策

２ 災害時の他自治体との連携強化

３ 複合災害（液状化＋火災の同時発生等）への

避難対策

４ 地域コミュニティにおける自主防災対策へ

の支援

５ 情報の収集･伝達体制の強化

６ 災害時における避難所の設備･運営体制等の

強化

７ 非常用生活設備の確保（自立型発電機、災害

時用汚水処理施設の導入等）

８ 広域的な道路･交通網の充実（代替交通手段

の確保等）

９ その他（具体的にお書きください）

番号記入欄

最後に、震災復興に関するご意見があれば、できるだけ具体的にお書きください。

ご協力ありがとうございました


